
 

  

法
規
制
の
か
か
ら
な
い
建
設
残
土
処
分
で
、
違
法
な
廃
棄

物
の
混
入
や
災
害
を
防
ぐ
た
め
の「
大
津
市
土
砂
等
に
よ
る
土

地
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
が
今
議
会
で
改
正

さ
れ
ま
し
た
。     

こ
れ
に
よ
り
、
違
法
行
為
を
重
ね
、
周
辺
地
域
に
被
害
を

も
た
ら
し
て
き
た
、
不
誠
実
な
事
業
者
が
、
新
た
な
場
所
で
許

可
を
申
請
し
た
場
合
で
も
、
申
請
時
点
で
不
許
可
に
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

岸
本
市
議
は
、
一
定
の
評
価
を
し
つ
つ
も
、
こ
の
間
、
伊
香

立
に
あ
る
比
叡
山 

延
暦
寺
大
霊
園 

横
の
土
砂
の
埋 

立
事
業
で
は
、 

周
辺
の
農
業
者 

や
住
民
に
多
大 

の
被
害
を
与
え 

 

こ
ん
に
ち
は 
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日本共産党 

 

 み
な
さ
ま
、
お
元
気
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す 

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す 

昨
年
の
総
選
挙
で
の
、
み
な
さ
ま
の
暖
か
い
御
支
援
に
心
か
ら
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す 

残
念
な
が
ら
日
本
共
産
党
は
一
議
席
失
い
ま
し
た
が
、
６
割
を
超
す
自

民
党
の
議
席
は
小
選
挙
区
制
度
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
り
、
民
主
党
へ

の
怒
り
が
集
中
し
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す 

日
本
共
産
党
は
、
今
年
も
消
費
税
増
税
阻
止
や
、
原
発
ゼ
ロ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
阻
止
を
は
じ
め
市
民
の
み
な
さ
ま
の
暮
ら
し
や
平
和
の
守
り
手
と
し

て
全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す 

 

み
な
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

大
津
市
議
会
議
員 

 

岸
本
の
り
子 

て
お
り
、
沈
砂
池
や
濁
水
止
め
な
ど
の
諸
要
件
が
な
し
崩
し
と

な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
行
政
指
導
の
あ
り
方
な
ど
、
現
在
の
条

例
で
は
問
題
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。 

市
は
「
こ
れ
ら
の
問
題
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
平
成
25
年

度
、
条
例
全
般
に
わ
た
る
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
」
と
答
弁
。 

    

 

伊
香
立
下
龍
華
で
、
15
年
以
上
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
た

嵩
上
げ
に
つ
い
て
、「
不
適
切
な
処
分
に
対
す
る
市
の
認
識
」「
周

辺
の
河
川
調
査
と
現
状
」
な
ど
を
質
問
。 

市
は
、「
県
や
市
の
調
査
で
は
不
適
切
な
混
入
は
認
め
ら
れ

な
い
。
定
期
的
に
、
和
邇
川
、
真
野
川
の
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
22
年
10
月
に
実
施
し
た
周
辺
の
菅
井
川
の
調
査
で
も
環

境
基
準
を
達
成
し
て
い
る
が
、
近
隣
住
民
か
ら
の
依
頼
が
あ
れ

ば
、
関
係
部
局
と
調
整
し
調
査
を
行
う
」
と
答
弁
。 

土
砂
で
埋
ま
っ
て
い
る
、
市
道
北
０
３
１
０
号
線
や
農
道
の

復
旧
な
ど
は
、
施
行
者
に
回
復
を
求
め
る
と
同
時
に
、
市
の
責

任
で
周
辺
の
地
域
・
地
元
と
の
協
議
を
行
い
、
収
束
に
向
け
た

工
程
を
明
確
に
し
て
解
決
を
は
か
る
べ
き
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
般
質
問
ウ
ラ
に
続
き
ま
す 

２０１２年 

１２月定例議会 

一般質問 違
法
な
残
土
処
分
を 

規
制
す
る
条
例
改
正
へ 

伊
香
立
下
龍
華
の
嵩か

さ

上
げ 

住
民
の
不
安
解
消
に
向
け
た
対
応

を 

 

 



                                        一
般
質
問
続
き 

 
住
民
が
行
う
「暮
ら
し
の
足
」へ
の 

財
政
的
支
援
を 

地
域
に
合
っ
た
方
法
「
検
討
す
る
」と
答
弁 

 大
津
市
は
、
こ
れ
ま
で
「
駅
か
ら
１
㎞
、
京
阪
電
車
に
つ
い
て
は 

５
０
０
ｍ
、
バ
ス
停
に
つ
い
て
は
３
０
０
ｍ
以
上
が
公
共
交
通
の
空
白

地
域
」
と
定
義
し
、「
市
内
に
空
白
地
域
は
な
い
」
と
答
弁
し
て
き
ま

し
た
が
、
平
成
24
年
２
月
議
会
、
岸
本
市
議
の
質
問
に
対
し
、
バ
ス

路
線
の
減
便
や
廃
止
で
、
交
通
の
不
便
な
地
域
が
存
在
す
る
こ
と
を
認

め
、
「
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
」
と
答
弁
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 

岸
本
市
議
は
今
議
会
、
現
在
、
唐
崎
学
区
や
、
志
賀
地
域
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
住
民
団
体
が
高
齢
者
や
障
害
者
の
日
常
生
活
に
欠

か
せ
な
い
買
い
物
や
通
院
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
市
民

の
活
動
に
対
し
、
市
が
一
定
の
財
政
的
な
支
援
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し

た
。  

 

市
は
、「
市
民
の
移
動
を
確
保
す
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
、

今
後
、
市
民
団
体
と
交
通
事
業
者
と
の
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
各

地
域
に
あ
っ
た
方
法
を
検
討
す
る
中
で
、
必
要
性
を
検
討
し
て
い
き

た
い
」
と
答
弁 

 

せ
め
て
、
住
民
団
体
が
行
っ
て
い
る
活
動
が
安
定
的
に
継
続
で
き

る
よ
う
、
市
が
一
定
の
財
政
支
援
を
行
う
べ
き
で
す
。 

 

住
民
の
み
な
さ
ん
の
力
で
、
地
域
全
体
の
運
動
に
広
げ
て

い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

  

 

 
２００９年１０月市民の力で

「ふるさとバス」テスト運行 

 

志賀地域の新興住宅地などに 

都市計画税を徴収 
和邇春日・和邇高城の全域、南小松 
真野四丁目の一部 
和邇春日では、年約２万円の負担！ 

 
都市計画法に基づく区域区分の変更に伴い、平成 25年度より新たに都

市計画税が課税される地域があります。 

 今回、新たに都市計画税が課税される地域は、和邇春日・和邇高城の

全域、南小松・真野四丁目の一部などです。 

都市計画税は、道路、公園、上・下水道などの施設の整備などを行う

ことで市街化を目的とした事業費にあてられ、土地又は家屋を所有して

いる人に対し、固定資産税と合わせて課税されるものです。 

 都市計画税の徴収は各市町村に任せられているため、志賀町時代は徴

収されていませんでしたが、大津市となり合併３年後から一部の地域で

はすでに徴収がはじまっています。 

今回拡大される地域はこれまで、市街化を抑制すべき「市街化調整区

域」に指定されていた地域が、「すでに市街地を形成している市街化区域」

として見直されたためです。  
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